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2書写を考える楽しさ3 書写を考える楽しさ

書
写
を
考
え
る
楽
し
さ

拙
著
『
中
世
書
写
論
』
が
刊
行
さ
れ
て
二

カ
月
程
経
っ
た
が
、
幸
い
に
も
す
で
に
い
く

つ
か
の
図
書
館
や
大
学
に
置
か
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。近
く
の
図
書
館
で
見
た
と
こ
ろ
、

「
書
道
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
置
か
れ
て
い
た
。

ま
た
、出
身
大
学
で
は
「
中
世
文
学
」
の
コ
ー

ナ
ー
に
置
か
れ
て
い
る
。
施
設
に
よ
っ
て
ど

の
分
野
の
も
の
と
し
て
拙
著
を
位
置
づ
け
る

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
。

俊
成
・
定
家
の
所
属
す
る
社
会

拙
著
は
主
に
藤
原
俊
成
・
定
家
の
書
写
に

つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
彼
ら
が
生
き
た
時

代
は
貴
族
中
心
の
社
会
か
ら
武
士
の
社
会
へ

と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
転
換
期
に
あ
た
る
。
慈

円
が
『
愚
管
抄
』
で
「
武
者
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ

シ
也
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
武
士
が
政
治
の

中
心
に
進
出
し
、
貴
族
は
衰
退
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
貴
族
た
ち
は
社

会
に
お
け
る
自
己
の
存
在
を
主
張
し
、
自
身

の
地
位
や
「
家
」
を
守
ろ
う
と
す
る
。
家
伝

や
家
学
が
次
々
と
成
立
し
て
い
っ
た
の
に
は

こ
う
し
た
時
代
背
景
が
あ
る
。
俊
成
・
定
家

も
同
様
に
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に

は
活
動
の
舞
台
で
あ
る
歌
壇
に
お
い
て
自
己

の
存
在
を
主
張
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

俊
成
・
定
家
の
書
写
と
は

俊
成
・
定
家
の
書
写
の
主
な
目
的
は
、
多

く
の
資
料
の
所
持
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
歌

壇
に
お
い
て
敵
対
す
る
勢
力
よ
り
も
多
く
の

情
報
を
蓄
え
る
必
要
か
ら
だ
。

定
家
の
場
合
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
自

己
主
張
を
し
、
自
身
の
地
位
や
「
家
」
を
守

る
た
め
、
家
伝
や
家
学
を
目
に
見
え
る
も
の

と
し
て
残
そ
う
と
考
え
た
。
そ
れ
が
書
写
本

で
あ
っ
た
。
今
日
見
ら
れ
る
多
く
の
書
写
本

は
、そ
う
し
た
定
家
の
意
識
の
現
れ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
定
家
の
書
写
に
は
多
く
の

工
夫
が
み
ら
れ
る
。
一
つ
は
書
風
だ
。
定
家

の
独
特
な
文
字
表
現
は
、
当
時
の
他
の
筆
跡

と
比
較
し
て
も
、
決
し
て
「
上
手
」
と
は
言

え
な
い
が
、
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
。

書
風
が
「
定
家
」
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、定
家
は
自
身
の
著
で
あ
る
『
下
官
集
』

の
中
で
、
書
写
に
つ
い
て
の
規
則
を
詳
細
に

設
定
し
て
い
る
。
当
時
、
他
に
も
書
写
に
つ

い
て
の
規
則
を
定
め
た
も
の
も
あ
る
が
（
藤

原
清
輔
著『
袋
草
紙
』、藤
原
伊
行
著『
夜
鶴
庭
訓
抄
』）、

定
家
ほ
ど
細
か
く
は
な
い
。
定
家
は
書
写
に

対
し
あ
る
意
味
執
着
し
た
。
そ
れ
は
書
写
が

自
己
の
存
在
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
書
写
を
考
え

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

る
こ
と
は
、
書
か
れ
た
文
字
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
当
時
の
社
会
状
況
や
言
語
意
識
等
を

考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

書
写
が
多
く
の
学
問
領
域
の
問
題
を
有
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

近
世
に
「
国
学
」
と
い
う
学
問
領
域
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
今
日
で
い
う「
日
本
文
学
」

「
日
本
語
学
」「
歴
史
学
」「
書
道
史
」
等
を

区
別
す
る
こ
と
な
く
、
過
去
に
書
か
れ
た

も
の
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
だ
。
書
か
れ

た
も
の
を
広
い
視
野
で
研
究
す
る
こ
と
が
当

然
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
橋
本
進

吉
博
士
・
山
田
孝
雄
博
士
・
吉
沢
義
則
博
士

等
の
先
学
達
も
同
様
の
視
野
で
研
究
し
て
い

る
。
彼
ら
は
日
本
語
学
者
と
し
て
著
名
で
あ

る
が
、
同
時
に
日
本
文
学
者
で
あ
り
歴
史
学

者
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
書
か
れ
た
も
の
を

多
様
な
視
点
か
ら
捉
え
考
え
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。

書
か
れ
た
も
の
と
対
峙
す
る
時
、
広
い
視

野
で
総
合
的
な
研
究
が
今
後
な
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
。
私
は
そ
の
よ
う
な
学

問
を
「
書
学
」（
書
か
れ
た
も
の
を
研
究
す
る
学

問
）
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
多
く
の
人
や

グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
視
野
が
広
い
と
多
大
な
労
力
を
強

い
ら
れ
る
が
、
様
々
な
分
野
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
楽
し
さ
も
あ
る
。

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
写
を
考
え
る
楽
し
さ

「
書
写
」
と
い
う
視
座
か
ら
日
本
文
化
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
。

各
種
資
料
の
筆
跡
や
書
写
形
式
の
綿
密
な
検
証
に
よ
り
、
俊
成
・
定
家
の

書
写
に
見
ら
れ
る
「
独
自
性
」
を
考
察
。
そ
の
書
風
や
書
写
に
対
す
る

意
識
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
以
降
、
享
受
・
継
承
さ
れ
、

カ
ノ
ン
化
さ
れ
る
ま
で
に
い
た
る
「
定
家
自
筆
」
の
問
題
を

社
会
的
背
景
か
ら
読
み
解
く
。

中
世
書
写
論 

俊
成
・
定
家
の
書
写
と
社
会

家
入
博
徳 

著

Ａ
５
判
上
製・定
価
一
二
六
〇
〇
円
（
税
込
）

序　
論　
書
写
の
意
識

第
一
編　
藤
原
俊
成
と
書
写

　
　

俊
成
と
寄
合
書
／
書
写
の
方
法
①
（
寄
合
書
）
／
書
写
の
方
法
②
（
書
写
形
式
）

　
　

書
写
の
工
程
／
書
写
状
態
か
ら
見
る
読
者
へ
の
配
慮
／
書
写
に
対
す
る
意
識

第
二
編　
藤
原
定
家
と
書
写

　
　
「
定
家
自
筆
」
の
問
題
①
（『
近
代
秀
歌
』）
／
「
定
家
自
筆
」
の
問
題 

②

　
　
（『
基
俊
集
・
登
蓮
集
』）
／
「
定
家
自
筆
」
の
問
題
③
と
書
写
の
工
程
（『
仲
文
集
』）

　
　
「
定
家
自
筆
」
の
問
題
④
と
書
写
の
工
程
（『
更
級
日
記
』『
土
左
日
記
』）

　
　

定
家
の
書
写
と
身
体
状
況
／
定
家
周
辺
に
お
け
る
「
自
筆
」
の
あ
り
方

　
　

書
写
と
社
会
「
自
筆
」
に
対
す
る
意
識
と
意
味

第
三
編　
書
写
本
享
受
の
姿
勢

　
　

定
家
以
後
の
和
歌
の
書
写
／
『
源
氏
物
語
奥
入
』
の
享
受

　
　

定
家
本
『
源
氏
物
語
』
の
享
受
／
「
定
家
自
筆
」
の
権
威
化
と
定
家
流

結　
論　
書
写
を
め
ぐ
る
問
題

参
考
文
献
・
引
用
影
印
・
本
文
資
料

家
入
博
徳

（
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）
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4島田雅彦の文学と〈恋物語〉の誕生5 島田雅彦の文学と〈恋物語〉の誕生

時
代
表
象
の
文
学　

『
島
田
雅
彦　
〈
恋
物
語
〉
の
誕
生
』（「
新

鋭
作
家
論
叢
書
」
二
〇
一
〇
年
三
月
三
〇
日
発
行
）

の
書
き
下
ろ
し
を
進
め
な
が
ら
、
私
の
な
か

に
〈
時
代
表
象
の
文
学
〉
と
い
う
言
葉
が
浮

か
ん
で
い
た
。
文
学
は
、
い
つ
も
作
家
の
生

き
る
同
時
代
の
影
響
を
色
濃
く
お
び
て
い
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
な
か
で
も
島

田
雅
彦
と
い
う
作
家
は
と
く
に
そ
の
傾
向
が

際
立
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

島
田
雅
彦
は
、
二
〇
世
紀
の
最
後
の
年
に
、

「
自
殺
」
に
よ
っ
て
自
ら
に
〈
自
由
死
刑
〉
を

科
す
『
自
由
死
刑
』（
集
英
社
、
一
九
九
九
年
）

を
刊
行
し
、
そ
の
な
か
に
「
自
由
死
刑
と
は

何
か
？
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
収
め
て
い
る
。

「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
象
徴
的
に
い
わ
れ
る

世
紀
末
の
風
景
の
な
か
で
、
彼
は
自
分
の
小

説
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。―

私

は
こ
れ
ま
で「
未
来
予
言
的
」に
小
説
を
書
き
、

時
代
の
底
流
に
ひ
そ
む
も
の
を
描
き
だ
そ
う

と
し
て
き
た
、
私
は
炭
坑
に
連
れ
て
行
か
れ

る
「
カ
ナ
リ
ア
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
。

島
田
雅
彦
は
、
二
十
代
の
初
め
に
『
優

し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の
嬉
遊
曲
』（『
海
燕
』

一
九
八
三
年
六
月
号
）
で
、
八
〇
年
代
の
「
左

翼
」
で
は
な
い
〈
サ
ヨ
ク
〉
と
、
均
質
化
し

た
郊
外
の
恋
物
語
か
ら
作
家
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
高
度
消
費
社
会
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の

潮
流
の
な
か
で
、
そ
の
文
学
的
先
端
を
走
り

つ
づ
け
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
・
社
会
主
義
の
崩

壊
、
そ
し
て
「
９
・
11
」
と
と
も
に
幕
開
け

し
た
「
新
し
い
戦
争
の
世
紀
」
ま
で
、
ほ
ぼ

四
半
世
紀
の
間
に
厖
大
な
作
品
を
発
表
し
て

き
て
い
る
。

〈
自
由
〉〈
死
〉〈
恋
〉

　
　
　

―

三
つ
の
時
代
表
象

本
書
に
お
い
て
は
、
私
は
「
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
の
入
口
で
」
を
序
論
と
し
て
、
第
一
部

「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
高
度
消
費
社
会
」
で
は
、

『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の
嬉
遊
曲
』
か
ら
、

エ
イ
ズ
を
表
象
と
し
た
『
未
確
認
尾
行
物

体
』、
八
〇
年
代
の
物
語
『
夢
使
い―

レ
ン

タ
ル
チ
ャ
イ
ル
ド
の
新
二
都
物
語
』
ま
で
を

お
も
な
対
象
と
し
た
。
第
二
部
「「
失
わ
れ

た
十
年
」
と
「
暗
い
森
」
の
な
か
で
」
で
は
、

超
架
空
都
市
を
描
い
た
『
ロ
コ
コ
町
』
か

ら
、
一
四
歳
の
「
暗
い
森
」
を
先
見
的
に
描

い
た
『
君
が
壊
れ
て
し
ま
う
前
に
』、
第
三

部
「「
新
し
い
世
紀
」
と
〈
恋
物
語
〉
の
誕
生
」

で
は
、〈
恋
物
語
〉
の
誕
生
を
告
げ
た
「
無

限
カ
ノ
ン
」
と
い
う
長
篇
三
部
作
『
彗
星
の

住
人
』『
美
し
い
魂
』『
エ
ト
ロ
フ
の
恋
』
を

中
心
に
、
最
新
作
『
徒
然
王
子
』
ま
で
を
、

私
は
時
代
表
象
の
文
学
と
し
て
読
み
解
こ
う

と
し
た
。

島
田
雅
彦
の
小
説
を
時
代
表
象
の
文
学
と

し
て
見
る
と
き
、
八
〇
年
代
か
ら
世
紀
を
挟

ん
で
現
在
ま
で
、
世
界
も
、
日
本
も
、
ど
れ

ほ
ど
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
大

き
な
物
語
」
の
崩
壊
を
告
げ
た
八
〇
年
代
、

自
由
の
流
れ
が
巨
大
な
歴
史
の
潮
流
を
生
ん

だ
ソ
連
・
東
欧
の
激
変
と
市
民
革
命
、
湾
岸

戦
争
と
と
も
に
は
じ
ま
っ
た
世
紀
末
の
九
〇

年
代
、歴
史
の
怨
念
が
噴
出
し
た
「
９
・
11
」、

日
本
社
会
で
は
、
バ
ブ
ル
経
済
か
ら
新
し
い

貧
困
の
蔓
延
し
た
格
差
社
会
へ
と
大
き
く
変

貌
し
て
い
る
。

島
田
雅
彦
の
文
学
は
、
八
〇
年
代
は
〈
自

由
〉、
九
〇
年
代
は
〈
死
〉、
二
〇
〇
〇
年

代
は
〈
恋
〉
と
、
大
き
く
は
こ
の
三
つ
の

時
代
表
象
を
小
説
の
核
と
し
て
き
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
な
か
で
も
、「
無
限
カ
ノ
ン
」

三
部
作
は
、
源
氏
物
語
以
来
の
日
本
文
学

畢
生
の
〈
恋
物
語
〉
と
し
て
、
こ
の
困
難
な

世
紀
に
屹
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ

の
〈
恋
物
語
〉
は
、
歴
史
の
な
か
の
地
下
水

脈
と
な
る
〈
血
の
泉
〉
と
、
未
来
の
〈
い
の

ち
〉
を
つ
な
げ
、
恋
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
見
え
ざ
る

大
河
を
な
し
て
流
れ
て
い
る
。『
優
し
い
サ

ヨ
ク
の
た
め
の
嬉
遊
曲
』
の
主
人
公
・
千
島

姫
彦
と
逢
瀬
み
ど
り
の
郊
外
の
模
造
的
恋
物

語
は
、二
〇
年
以
上
の
時
代
の
試
練
を
経
て
、

首
都
の
森
・
皇
居
や
北
の
果
て
・
エ
ト
ロ
フ

を
舞
台
に
し
た
、日
本
近
代
一
〇
〇
年
の〈
恋

物
語
〉
の
誕
生
へ
と
た
ど
り
つ
い
た
の
だ
。

「
無
限
カ
ノ
ン
」
三
部
作
と

　
　
　
〈
恋
物
語
〉
の
誕
生

「
無
限
カ
ノ
ン
」
三
部
作
は
、
一
八
九
四

年
長
崎
に
寄
港
し
た
軍
艦
に
乗
っ
て
き
た

ア
メ
リ
カ
海
軍
士
官
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
と
、
悲

劇
的
な
結
末
を
た
ど
る
芸
者
蝶
々
夫
人
と

の
日
米
を
架
橋
す
る
恋
物
語
を
源
流
に
、
そ

の
子
ど
も
の
Ｊ
Ｂ
と
神
社
の
宮
司
の
娘
・
野

田
那
美
の
恋
、
そ
の
息
子
で
満
州
で
生
ま
れ

た
不
遇
の
作
曲
家
・
野
田
蔵
人
と
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
愛
人
と
の
恋
、
そ
の

息
子
カ
ヲ
ル
と
皇
室
へ
入
る
こ
と
に
な
る
不

二
子
と
の
恋
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
恋
物
語

の
主
人
公
た
ち
の
周
辺
を
彩
る
無
数
の
恋
物

語―
こ
れ
ら
の
恋
と
血
の
泉
は
、
未
来
へ

と
向
か
っ
て
永
遠
に
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い

〈
恋
物
語
〉＝〈
自
由
の
水
脈
〉と
し
て
、滔
々

と
流
れ
つ
づ
け
て
い
く
…
…
。

こ
れ
ら
の
恋
物
語
の
華
は
、
カ
ヲ
ル
と
皇

太
子
と
結
婚
す
る
運
命
を
生
き
る
不
二
子
の

恋
で
あ
ろ
う
。
現
実
に
は
、
不
二
子
と
の
恋

が
果
た
せ
ず
一
人
黄よ

み泉
の
島
・
エ
ト
ロ
フ
に

渡
っ
た
カ
ヲ
ル
は
、
こ
こ
で
ニ
ー
ナ
と
い
う

ロ
シ
ア
人
の
女
性
と
の
恋
に
癒
さ
れ
る
と
と

も
に
、
夢
の
な
か
で
不
二
子
と
の
恋
物
語
を

実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
部
『
美
し
い

魂
』
は
、次
の
よ
う
な
一
行
で
終
っ
て
い
る
。

―

〈
恋
人
た
ち
の
美
し
い
魂
は
必
ず
、
忘

れ
ら
れ
た
頃
、
蘇
る
〉。
ま
た
、
第
三
部
『
エ

ト
ロ
フ
の
恋
』
の
あ
と
が
き
に
、
島
田
雅
彦

は
、
こ
う
書
い
た
。〈
…
…
そ
れ
で
も
恋
は

死
な
な
い
〉
と
。

二
〇
〇
八
年
一
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
朝

日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
『
徒
然
王
子
』
は
、

王
子
テ
ツ
ヒ
ト
が
憂
愁
の
森
を
捨
て
、
塵
が

谷
と
い
う
ホ
ー
プ
レ
ス
タ
ウ
ン
か
ら
歴
史
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
林
孝
𠮷

（
文
芸
評
論
家
）

島
田
雅
彦
の
文
学
と〈
恋
物
語
〉の
誕
生

http://www.bensey.co.jp/book/2218.html
http://www.bensey.co.jp/mm.html
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前
世
へ
と
遡
る
遍
歴
の
物
語
で
あ
る
。
こ
こ

で
王
子
は
、
最
初
は
二
二
五
〇
年
前
の
前
世

へ
行
き
、
そ
こ
で
ヒ
ナ
と
い
う
森
の
少
女
と

恋
を
し
、
そ
れ
か
ら
一
四
〇
〇
年
後
の
平
氏

の
集
落
で
の
恋
物
語
へ
…
…
こ
れ
ら
を
含
む

四
つ
の
前
世
と
、
王
子
と
し
て
五
つ
目
の
人

生
を
経
験
す
る
。
や
が
て
、
こ
の
ホ
ー
プ
レ

ス
タ
ウ
ン
は
、
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン
（
＝
新
し
い
郊

外
）
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
、『
徒
然

王
子
』
の
時
代
表
象
は
〈
希ホ
ー
プ望
〉
な
の
だ
。

時
代
表
象
の
文
学
、
あ
る
い
は
時
代
の
カ

ナ
リ
ア
と
し
て
の
島
田
文
学
は
、
こ
れ
か
ら

ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。〈
恋

物
語
〉
と
〈
希ホ
ー
プ望
〉
へ
と
た
ど
り
つ
い
た
あ

と
…
…
。
そ
れ
は
日
本
社
会
の
未
来
と
深
く

関
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

未
来
に
あ
る
も
の
は
、
自
由
、
死
、
そ
し
て
恋
。

全
共
闘
の
時
代
か
ら
高
度
消
費
社
会
を
経
て
9
・
11
ま
で
、
常
に
世
界
と
斬
り
結
び
、

〈
時
代
表
象
の
文
学
〉
と
し
て
現
代
と
コ
ン
タ
ク
ト
し
続
け
る
作
家
を

主
要
作
品
の
解
説
と
と
も
に
徹
底
解
明
。

島
田
雅
彦 

〈
恋
物
語
〉
の
誕
生

小
林
孝
𠮷 

著

四
六
判
上
製
・
定
価
二
三
一
〇
円
（
税
込
）

序　
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
入
口
で

第
一
部
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
高
度
消
費
社
会

　

左
翼
か
ら
〈
サ
ヨ
ク
〉
へ―

『
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の
嬉
遊
曲
』

　

非
国
民
か
ら
〈
ヒ
コ
ク
ミ
ン
〉
へ―

『
亡
命
旅
行
者
は
叫
び
呟
く
』

　

世
界
が
滅
び
る
日―

『
夢
遊
王
国
の
た
め
の
音
楽
』
／
模
造
人
間
的
自
由―

『
僕
は
模
造
人
間
』

　

権
力
者
の
パ
ロ
デ
ィ―

『
ド
ン
ナ
・
ア
ン
ナ
』
／
八
〇
年
代
表
象
と
し
て
の
〈
エ
イ
ズ
〉―

『
未
確
認
尾
行
物
体
』

　

八
〇
年
代
の
物
語―

『
夢
使
い―

レ
ン
タ
ル
チ
ャ
イ
ル
ド
の
新
二
都
物
語
』

第
二
部
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
「
暗
い
森
」
の
な
か
で

　

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
か
ら
「
暗
い
森
」
へ
／
超
架
空
都
市
と
可
能
世
界―

『
ロ
コ
コ
町
』

　

パ
ロ
デ
ィ
と
倫
理
性―

『
彼
岸
先
生
』
／
世
紀
末
世
界
と
預
言
者―

『
預
言
者
の
名
前
』

　
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
中
間
で―

 『
忘
れ
ら
れ
た
帝
国
』
／
新
た
な
郊
外
の
物
語―

『
子
ど
も
を
救
え
！
』

　

自
由
死
刑
と
復
活―

『
自
由
死
刑
』
／
一
四
歳
の
暗
い
森
と
死―

『
君
が
壊
れ
て
し
ま
う
前
に
』

第
三
部
「
新
し
い
世
紀
」
と
〈
恋
物
語
〉
の
誕
生

　
「
９
・
11
」
と
不
可
能
性
の
時
代
／
〈
恋
物
語
〉
の
誕
生―

『
彗
星
の
住
人
』（「
無
限
カ
ノ
ン
」
第
一
部
）

　
〈
血
の
泉
〉
と
〈
美
し
い
魂
〉―

『
美
し
い
魂
』（「
無
限
カ
ノ
ン
」
第
二
部
）

　

よ
み
黄
泉
の
島
に
て―
『
エ
ト
ロ
フ
の
恋
』（「
無
限
カ
ノ
ン
」
第
三
部
）

　

焼
跡
の
〈
退
廃
〉
と
恋―
『
退
廃
姉
妹
』
／
ホ
ー
プ
レ
ス
・
タ
ウ
ン
か
ら
ホ
ー
プ
・
タ
ウ
ン
へ―

『
徒
然
王
子
』

新
鋭
作
家
論
叢
書

【
好
評
既
刊
】（
四
六
判
上
製
・
定
価
各
二
三
〇
円
）

　

村
上　

龍　
「
危
機
」
に
抗
す
る
想
像
力 

　

黒
古
一
夫 

著

　

柳　

美
里　
〈
柳
美
里
〉
と
い
う
物
語 

　

永
岡
杜
人 

著

　

小
川
洋
子　
見
え
な
い
世
界
を
見
つ
め
て 　

綾
目
宏
治 

著

新
発
見
資
料
を
中
心
に
、
本
当
の
賢
治
に
迫
る
。

賢
治
が
大
木
実
に
宛
て
た
手
紙
の
内
容
と
は
…
？

新
資
料
を
本
格
的
に
紹
介
す
る
ほ
か
、
福
島
泰
樹
、
立
松
和
平
、
高
橋
千
劔
破
、
牛
崎

敏
哉
な
ど
作
家
、
詩
人
、
研
究
者
が
総
力
を
挙
げ
て
賢
治
文
学
の
魅
力
を
解
剖
す
る
。

保
阪
嘉
内
の
子
息
、
保
阪
庸
夫
氏
の
貴
重
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
収
録
。

月 

光
福
島
泰
樹
・
立
松
和
平
・
黒
古
一
夫
・
太
田
代
志
朗
・
竹
下
洋
一 

編

Ａ
５
判
並
製
・
定
価
二
六
二
五
円
（
税
込
）

小
田　

久
郎　

回
顧
録

立
松　

和
平　

小
説
「
真
夜
中
の
廃
墟
」

保
阪　

庸
夫　

私
が
友
保
阪
嘉
内
、私
を
棄
て
る
な
。

大
平　

茂
樹　

賢
治
の
法
華
教

山
口　

泉　
　

賢
治
の
思
想

望
月　

善
次　

文
学
者
で
も
あ
っ
た
生
涯

勝
原　

晴
希　

賢
治
と
「
も
の
の
あ
は
れ
」

清
水　

正　
　

宮
沢
賢
治
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

原
田　

信
男　

菜
食
信
者
・
宮
沢
賢
治

高
橋
千
劔
破　

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
火
山

伊
藤　

一
彦　

賢
治
、
短
歌
の
秘
密

堀
本　

裕
樹　

蒼
き
修
羅

立
松　

和
平　

詩
数
編

葛
原
り
ょ
う　

現
代
詩

竹
下　

洋
一　

短
歌　

異
聞
「
風
の
又
三
郎
」

月
光
２

発
見
！
宮
沢
賢
治
「
海
岸
は
実
に
悲
惨
で
す
」

月
光
１

中
原
中
也 

シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ
ル=

　
　

メ
ジ
ェ
ー
ル
か
ら
の
出
発

表
現
の
王
道
を
歩
む
総
合
文
芸
誌
、
新
創
刊
。

言
葉
は
滅
び
て
は
い
な
い
。

言
葉
は
文
学
を
生
む
。
産
み
続
け
る
。

携
帯
電
話
の
荒
野
の
闇
へ
、

機
関
銃
よ
り
も
迅
く
言
葉
を

撃
ち
続
け
る
若
者
た
ち
よ
、

全
共
闘
世
代
の
闘
っ
た
男
や
女
達
よ
、

引
き
籠
も
ら
ず
に
出
て
こ
い
。

発
言
せ
よ
、
言
葉
を
発
せ
よ
！

福
島　

泰
樹　

創
刊
の
辞

高
坂　

明
良　

風
の
挽
歌

宇
佐　

美
斉　

一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ボ
ー
の
受
容

飯
山　

雅
英　

報
告　

中
原
中
也
、

　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ボ
ー
生
地
へ
の
道
程

村
上
護
・
福
島
泰
樹　

中
原
中
也
私
史
録

野
口　

達
郎　
「
中
原
中
也
」
の
い
る
風
景

小
松　

剛　
　

魔
隠
論　

中
原
中
也
訳
「
永
遠
」
論

佐
藤　

泰
正　

中
也
の
こ
と
、
透
谷
の
こ
と

北
川　

透　
　

月
光
の
詩
人　

中
原
中
也

福
島　

泰
樹　

東
京
、
感
傷
紀
行

野
口　

武
彦　

中
原
中
也
帝
都
慕
情

…
ほ
か
、
作
品
多
数
。

Ａ
５
判
並
製
・
定
価
一
七
八
五
円
（
税
込
）

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松
野　

志
保　

星
の
時
間

太
田　

代
志　

朗
銀
河
鉄
道
の
夜

福
島　

泰
樹　

紹
介
「
賢
治
文
庫
」

大
木　

実　
　

宛
葉
書
・
写
真

山
下　

聖
美　

宮
沢
賢
治
と
大
木
実

牛
崎　

敏
哉　

新
発
見
口
語
詩
草
稿

　
　
　
　
　
　
「〔
停
車
場
の
向
ふ
に
河
原
が　

　
　
　
　
　
　

あ
っ
て
〕」
に
つ
い
て

王　

敏　
　
　
「
お
く
り
び
と
」と「
デ
ク
ノ
ボ
ー
」

神
山
征
二
郎　

賢
治
の
映
画

ま
す
む
ら
ひ
ろ
し　

　
　
　
　
　
　

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
と
ア
タ
ゴ
オ
ル

吉
良　

知
彦　

賢
治
の
幻
燈

…
ほ
か
、
作
品
多
数
。 
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ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
、
大
教
会
界
隈

発
展
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
。

そ
の
中
心
部
に
、
ハ
ノ
イ
大
教
会
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
植
民
地
支
配
を
経
験
し
た

こ
の
街
に
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
聖
堂
が
完

成
し
た
の
は
、
二
〇
世
紀
初
め
の
こ
と
。
本

年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
拙
著
『
観
光
と
い
う

〈
商
品
〉
の
生
産―

日
本
〜
ベ
ト
ナ
ム　

旅
行
会
社
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
』
に
か
か
わ

る
調
査
で
渡
越
す
る
度
に
、
筆
者
は
必
ず
こ

の
ハ
ノ
イ
大
教
会
周
辺
を
訪
れ
、
特
に
目
的

な
く
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
き
回
る
こ
と
に
し
て

き
た
。

こ
の
界
隈
は
、
ハ
ノ
イ
市
内
で
も
外
国
人

観
光
客
が
最
も
多
く
集
ま
る
地
区
の
一
つ
で

あ
る
。
周
辺
に
は
、
土
産
物
店
や
レ
ス
ト
ラ

ン
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
地
図
を
片
手
の
観

光
客
の
姿
を
数
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
こ
の
地
区
は
、
ハ
ノ
イ
市
内
の

他
の
観
光
地
と
比
べ
て
「
お
し
ゃ
れ
な
」
場

所
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
は
、
在
住
外
国
人
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
、「
ハ
ノ
イ
最
新
の
洗
練
さ
れ

た
ス
ポ
ッ
ト
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

リ
ー
ク
オ
ッ
ク
ス
ー
通
り
の

　
　
　
イ
タ
リ
ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン

教
会
前
の
広
場
を
北
へ
向
か
っ
て
徒
歩
数

分
の
リ
ー
ク
オ
ッ
ク
ス
ー
通
り
沿
い
に
、
Ｐ

と
い
う
イ
タ
リ
ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
私
は
、
度
々
こ
こ
で
食
事
を
し

て
き
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料

理
が
特
別
美
味
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
決
し

て
そ
う
は
思
わ
な
い
。
と
り
た
て
て
内
装
が

洗
練
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
周
囲
に

は
、
ほ
か
に
評
判
の
店
も
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
こ
こ
に
立
ち
寄
る
の
か
。
そ

れ
は
こ
の
場
所
が
、
観
光
地
ベ
ト
ナ
ム
の
現

在
、
ハ
ノ
イ
の
ツ
ー
リ
ス
ト
空
間
を
凝
縮
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

店
内
で
食
事
を
し
て
い
る
人
々
の
多
く
は

欧
米
人
観
光
客
で
あ
る
。
一
方
で
、
最
新
の

「
韓
流
」
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
決
め
た
ベ
ト
ナ

ム
人
カ
ッ
プ
ル
も
ち
ら
ほ
ら
い
る
。
観
光
客

に
と
っ
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
に
疲
れ
て
一

息
つ
け
る
場
所
、地
元
の
若
者
に
と
っ
て
は
、

デ
ー
ト
で
利
用
し
た
い「
と
っ
て
お
き
の
店
」

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

店
の
看
板
や
ス
タ
ッ
フ
の
制
服
に
付
さ

れ
た
ロ
ゴ
を
み
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
こ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
香
港
で

創
業
し
た
チ
ェ
ー
ン
店
ら
し
い
。
メ
ニ
ュ
ー

を
開
い
て
み
る
。「
当
店
の
お
す
す
め
」
の

ペ
ー
ジ
に
あ
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
で
は
な

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

鈴
木
涼
太
郎

（
相
模
女
子
大
学
学
芸
学
部
専
任
講
師
）

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
の
観
光
空
間

く
、
な
ぜ
か
ア
メ
リ
カ
風
の
「
ビ
ー
フ
一
〇

〇
％
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
ポ
テ
ト
つ
き
」。
ワ

イ
ン
リ
ス
ト
で
高
値
を
付
け
る
の
は
、
本
場

フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
で
は
な
く
、
チ
リ
産

ワ
イ
ン
。
ち
な
み
に
店
内
に
は
、
一
九
八

〇
年
代
の
ポ
ッ
プ
ス
が
大
音
量
で
流
れ
て
い

る
。そ
し
て
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、

「U
D
O
N

」
の
文
字
が
。

　「観
光
」
を
知
る
た
め
の
窓

観
光
活
動
の
微
細
な
現
場
に
目
を
向
け
る

と
、
と
き
と
し
て
そ
こ
に
は
、
一
見
不
可
思

議
と
も
い
え
る
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
香

港
発
の
イ
タ
リ
ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー

ン
で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
肴
に
チ
リ
ワ
イ
ン
を

飲
む
観
光
客
と
ハ
ノ
イ
っ
子
。
こ
れ
は
決
し

て
、
例
外
的
な
状
況
と
は
い
え
な
い
。

観
光
と
い
う
国
境
を
越
え
た
人
間
の
流
動

の
中
で
、
特
定
の
事
物
が
本
来
の
場
所
か
ら

離
れ
、ま
っ
た
く
異
な
る
形
で
消
費
さ
れ
る
。

時
間
的
に
も
地
理
的
に
も
、
ち
ぐ
は
ぐ
で
、

矛
盾
に
富
ん
だ
、
そ
れ
ゆ
え
ツ
ー
リ
ス
ト
向

け
の
空
間
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
状
況
。
わ
が

国
で
は
近
年
、
政
策
的
課
題
、
と
く
に
産
業

振
興
策
と
し
て
の
観
光
に
注
目
が
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
ハ
ノ
イ
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
目
に
す
る
風
景
は
い
か
に
も
瑣
末

な
出
来
事
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
、
取
る
に
足
ら
な
い
、

本
来
的
で
は
な
い
、
つ
ま
ら
ぬ
も
の
と
し
て

切
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
私
に
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
混
沌

の
中
に
こ
そ
、
観
光
を
よ
り
深
く
知
る
た
め

の
窓
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
外
へ
出
か
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
数
、
年
間
お
よ
そ
一
五
〇
〇
万
人
。

そ
の
う
ち
約
五
〇
〇
万
人
が
利
用
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
。

非
日
常
空
間
へ
の
「
夢
」
が
つ
ま
っ
た
「
商
品
」
は
、

い
か
に
し
て
創
ら
れ
て
い
る
の
か
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
企
画
の
過
程
を
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
旅
行
会
社
に

お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
描
き
出
す
。 

観
光
と
い
う
〈
商
品
〉
の
生
産 

日
本
〜
ベ
ト
ナ
ム　

旅
行
会
社
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

鈴
木
涼
太
郎 

著

Ａ
５
判
上
製
・
定
価
五
〇
四
〇
円
（
税
込
）

は
じ
め
に

序
章　
文
化
仲
介
者
と
し
て
の
旅
行
会
社
と
い
う
視
点

第
１
部　
〈
商
品
〉
生
産
の
現
場

　

第
１
章　

旅
行
業
界
の
し
く
み
と
競
争
環
境

　

第
２
章　

旅
行
商
品
造
成
業
務

　

第
３
章　

旅
行
商
品
造
成
業
務
に
お
け
る
「
現
場
の
知
識
」

　

第
４
章　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
と
イ
メ
ー
ジ
の
編
集

　

第
５
章　

商
品
素
材
の
選
択
と
イ
メ
ー
ジ
の
生
産

第
２
部　
〈
商
品
〉
が
媒
介
す
る
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

　

第
６
章　

ベ
ト
ナ
ム
行
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
企
画
を
め
ぐ
る
諸
環
境

　

第
７
章　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
「
た
っ
ぷ
り
遊
べ
る
ハ
ノ
イ5

日
間
」
が
で
き
る
ま
で

　

第
８
章　

ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
商
品
素
材
開
発
と
観
光
地

　

第
９
章　
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
帰
結
と
し
て
の
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」

　

第
10
章　
「
伝
統
的
な
陶
芸
の
村
」
を
演
出
す
る
水
牛
車

終
章
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http://www.bensey.co.jp/book/2241.html
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『
生
命
讃
歌 

お
伽
噺
』に
寄
せ
て

江
口
孝
夫

（
元
東
京
成
徳
大
学
教
授
）

だ
い
こ
く
さ
ま

前
回
の
『
あ
り
が
と
う
宣
言
』
に
つ
づ
き
、

こ
の
書
も
興
味
深
く
、
な
つ
か
し
い
思
い
で

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
著
者
は
五
十
年
以

上
、
あ
る
い
は
七
十
年
も
の
間
、
時
折
り
ふ

り
返
り
、
な
じ
ん
で
お
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

考
察
が
深
い
。
た
ん
に
昔
を
よ
み
返
ら
せ
る

ば
か
り
で
な
く
、
現
代
の
政
治
・
経
済
に
も

か
ら
め
て
考
察
し
て
い
る
。

こ
の
面
は
大
人
の
観
点
で
、
子
供
の
思
考

の
及
ぶ
範
囲
で
は
な
い
が
、
お
伽
噺
を
思
考

の
種
子
と
し
て
、
各
人
の
心
の
土
に
埋
め
て

お
か
れ
た
ら
、
こ
れ
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

に
生
か
せ
る
だ
ろ
う
。

わ
た
し
の
お
伽
噺
の
世
界
も
、
遠
い
昔
に

な
っ
て
し
ま
い
、い
ま
思
い
返
し
て
み
て
も
、

童
謡
の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
再
現
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

「
大
き
な
ふ
く
ろ
を
か
た
に
か
け
、
だ
い

こ
く
さ
ま
が
き
か
か
る
と
。」
だ
い
こ
く
さ

ま
は
や
さ
し
い
か
み
さ
ま
と
し
て
、
子
供
の

な
じ
み
の
神
様
だ
っ
た
。

こ
れ
を
著
者
は
、「
国
家
権
力
を
な
し
と

げ
た
大
和
朝
廷
よ
り
も
、
む
し
ろ
戦
わ
ず
し

て
国
を
譲
っ
た
側
の
大
黒
主
命
に
親
し
み
を

も
つ
」
と
。

ま
た
「
降お

ろ
し
た
荷
物
が
気
が
つ
い
て
み

た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
を
守
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
を
知
る
」
と
。
こ
れ
は
養
護
教

育
に
一
身
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
た
人
の
実
感
を

実
証
と
し
て
い
る
。

桃
太
郎

桃
太
郎
に
つ
い
て
は
、
犬
・
猿
・
雉
と
、

出
逢
い
の
働
き
、
内
部
か
ら
の
改
革
の
必
要

性
を
読
み
と
っ
て
い
る
。

日
本
の
伝
統
・
昔
話
が
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
締
め
出
さ
れ
、
桃
太
郎
は
そ
の
最
右
翼
、

や
り
玉
の
最
先
端
だ
っ
た
。
明
治
三
十
三
年

の
『
幼
年
唱
歌
』
の
「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」
が
、

明
治
四
十
四
年
の
『
尋
常
小
学
校
唱
歌
』
に

は
、「
そ
り
や
進
め　

そ
り
や
進
め
、
一
度

に
攻
め
て
攻
め
や
ぶ
り　

つ
ぶ
し
て
し
ま
え

鬼
が
島
」
と
、
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
勇
み
は
日
清
・
日
露
の
勝
利
の
奢
り
だ
ろ

う
。こ
れ
が
一
挙
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
の
だ
。

三
ね
ん
寝
太
郎

わ
た
し
は
お
伽
草
子
の
な
か
の
『
物
く
さ

太
郎
』
に
な
じ
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
の
「
三

ね
ん
寝
太
郎
』
は
、
そ
ん
な
素す

っ
頓
狂
な
男

で
は
な
い
。
お
上か
み

に
対
し
、
十
二
分
に
対
処

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
民
話
に

つ
い
て
、〝
農
民
の
愚
の
深
さ
〞
と
〝
貧
し
さ

を
の
り
こ
え
る
活
力
〞
を
見
出
し
て
い
る
。

寝
太
郎
は
近
所
の
人
も
誉
め
る
く
ら
い
の

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

真
面
目
に
働
く
若
者
だ
っ
た
。
し
か
し
い
く

ら
働
い
て
も
楽
に
な
ら
な
い
。「
百
姓
は
死

な
ぬ
よ
う
に
、
生
き
ぬ
よ
う
収
納
申
し
つ
け

る
」
の
農
民
収
奪
の
施
策
だ
か
ら
、
働
い
て

も
働
い
て
も
楽
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
何
も

し
な
い
で
寝
る
こ
と
で
対
抗
し
た
。
対
抗
と

い
う
よ
り
対
応
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
一
矢
報
い

た
の
だ
が
、
寝
る
こ
と
に
は
別
の
意
義
を
生

み
出
し
た
。

こ
の
雨
量
が
少
な
く
耕
作
に
適
さ
な
い
田

に
、
水
を
常
時
引
け
る
よ
う
に
考
え
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
一
村
隔
て
た
隣
の
村
の
滝

か
ら
の
水
引
き
で
、
一
大
の
家
財
を
傾
け
て

も
成
就
す
る
か
ど
う
か
、
わ
か
ら
な
い
よ
う

な
事
業
、
村
人
た
ち
は
皆
反
対
だ
っ
た
。
し

か
し
寝
太
郎
、
こ
れ
は
是
非
と
も
や
る
と
決

意
し
、
成
し
遂
げ
、
豊
か
な
田
ん
ぼ
に
し
た

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
例
は
昭
和
の
愛
知
用

水
運
動
と
も
重
な
り
、
三
ね
ん
寝
太
郎
を
架

空
の
人
物
と
思
い
た
く
な
い
と
、
著
者
は
い

う
。

笠
地
蔵

「
一
般
大
衆
に
と
っ
て
一
番
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
も
の
は
〝
親
し
み
〞
の
心
情
で
あ

る
。
民
衆
の
救
い
は
、悟
り
で
も
な
け
れ
ば
、

特
別
な
教
え
の
信
仰
で
も
な
い
。
心
か
ら
親

し
む
こ
と
の
出
来
る
深
い
共
感
に
根
ざ
し
て

い
る
」
と
い
う
。

「
凡
て
の
人
を
よ
く
見
る
た
め
に
は
、
凡

て
の
人
と
同
じ
目
の
高
さ
に
立
つ
こ
と
、
具

体
的
に
い
え
ば
、
誰
よ
り
も
低
い
眼
の
高

さ
、
一
番
謙
虚
な
低
い
処
に
身
を
置
く
こ
と

で
あ
る
。」
と
も
い
う
。

笠
売
り
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
売
れ
残
り
の

笠
を
七
体
の
地
蔵
尊
に
か
ぶ
せ
て
や
っ
た
。

六
個
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
残
る
一
体
に
は

自
分
の
頬
か
ぶ
り
を
ぬ
い
で
、か
ぶ
せ
て
や
っ

た
。
す
る
と
石
の
地
蔵
さ
ん
が
歩
い
て
恩
返

し
に
く
る
と
い
う
後
日
譚
ま
で
つ
い
て
い
る
。

無
筆
の
手
紙

こ
の
昔
話
の
と
ん
ち
の
ひ
ら
め
き
と
い
う

か
会
話
は
、現
代
の
小
説
以
上
に
新
鮮
で
あ
る
。

文
字
の
書
け
な
い
母
が
隣
村
に
嫁
入
り
し

た
娘
が
気
に
な
る
。
そ
こ
で
つ
い
で
を
頼
ん

で
、
嫁
の
処
へ
品
物
を
届
け
て
も
ら
っ
た
。

品
物
と
は
、「
は
げ
ち
ょ
う
の
半
端
も
の
の
重

箱
、
大
き
さ
が
違
っ
て
重
ね
合
わ
せ
の
で
き

な
い
そ
の
二
つ
に
、
糠
を
ひ
と
つ
ま
み
入
れ

た
も
の
だ
っ
た
。
娘
は
そ
れ
を
見
、
す
ぐ
わ

か
っ
た
。「
こ
の
重じ
ゅ
う（

中
）
合
わ
ん
が
、
ち
と

小
糠
（
来
ぬ
か
）」
と
読
み
と
い
た
。
そ
こ
で

娘
は
、
母
に
一
面
に
墨
を
ぬ
り
た
く
っ
た
も

の
を
渡
し
た
。
そ
う
現
代
の
書
家
岡
部
青
風

の
『
墨
象
』
の
よ
う
な
物
を
渡
し
て
や
っ
た
。

母
は
そ
れ
を
読
み
と
き
、
す
っ
か
り
安
心
し

た
。
さ
て
ど
う
解と

い
た
の
だ
ろ
う
？

そ
れ
に
も
う
一
つ
。
こ
の
章
に
は
野
口
英

世
の
母
が
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
英
世
に
送
っ

た
手
紙
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
無
筆
な
の
で

片
仮
名
に
平
仮
名
が
ま
ざ
る
も
の
の
、
思
い

は
息
づ
ま
る
ほ
ど
に
迫
っ
て
く
る
。帰
国
後
、

英
世
は
ど
の
よ
う
な
歓
迎
会
、
会
合
に
も
母

を
同
席
さ
れ
た
と
い
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の

一
文
の
記
録
が
あ
る
だ
け
で
も
、
保
存
し
て

http://www.bensey.co.jp/book/2212.html
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メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

お
き
た
い
と
思
う
本
で
あ
る
。

《
余
滴
》

こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
・
一
寸
法
師
・
桃
太

郎
に
出
て
く
る
鬼
は
隣
人
か
、
戦
い
の
場
を

書
か
な
い
、
ど
こ
か
抜
け
て
い
る
よ
う
で
も

あ
り
、
親
し
め
る
鬼
で
あ
る
。

仏
像
四
天
王
の
邪
鬼
は
平
伏
し
た
台
座
で

あ
っ
た
り
（
法
隆
寺
金
堂
）、
頭
や
腰
を
踏
ん

づ
け
ら
れ
た
り
（
東
大
寺
戒
壇
院
）、
坐
し
両

手
を
つ
き
額
な
ど
を
踏
ま
れ
た
姿
（
教
王
護

国
寺
（
東
寺
））
で
あ
っ
て
興
味
深
い
。

絵
画
で
は
百
鬼
夜
行
絵
巻
、
大
江
山
絵
巻
の

酒し
ゅ
て
ん呑
童
子
な
ど
妖
怪
へ
の
デ
フ
ォ
ル
メ
を
見
る

が
、
こ
れ
に
は
恐
さ
、
強
さ
な
ど
湧
か
な
い
。

三
十
三
間
堂
に
風
神
雷
神
の
像
が
あ
り
、

俵
屋
宗
達
は
そ
れ
を
基
に
『
風
神
雷
神
』
を

描
い
た
。
そ
の
鬼
形
の
風
雷
神
が
、
現
代
の

我
々
の
鬼
の
姿
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま

た
遠
く
昔
話
・
民
話
・
お
伽
噺
の
鬼
の
イ
メ
ー

ジ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
た
き
り
雀
、
浦
島
太
郎
、
か
ぐ
や
姫
…

我
々
が
親
し
ん
で
き
た
お
伽
噺
に
は

「
生
き
る
力
」
が
描
か
れ
て
い
た
。

素
朴
で
た
く
ま
し
い
庶
民
の
信
条
を

さ
ら
け
だ
し
な
が
ら
、
人
間
生
活
の
希
望
を

語
り
か
け
る
お
伽
噺
。

そ
れ
は
、
現
代
を
生
き
る

我
々
の
救
い
と
も
な
る
。 

石
川
洋 

著

四
六
判
並
製 

定
価
一
八
九
〇
円
（
税
込
）

生
命
讃
歌 

お
伽
噺

人
間
愛
叢
書

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ

日
本
史
上
の
有
名
な
人
物
で
コ
ン
ペ
イ
ト

ウ
を
最
初
に
口
に
し
た
の
は
織
田
信
長
の
よ

う
だ
。
京
都
に
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
一
五
六
九
年
六
月
一

日
に
豊
後
府
内
（
大
分
市
）
に
い
た
宣
教
師

ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
レ
イ
ド
に
宛

て
た
手
紙
の
中
に
、信
長
と
会
っ
た
時
に「
予

は
コ
ン
フ
ェ
イ
ト
ス
入
の
フ
ラ
ス
コ
一
つ
及

び
蝋
燭
数
本
を
贈
り
た
り
」（
村
上
直
次
郎
訳

『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』）
と
記
し
て
い
る
。
二

条
城
の
建
設
現
場
で
四
月
の
こ
と
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語confeito 

、

糖
菓
、
ボ
ン
ボ
ン
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
意
味

で
、砂
糖
で
覆
わ
れ
た
種
子
の
意
味
も
あ
る
。

最
後
の
も
の
が
金
平
糖
に
近
い
。

語
源
に
つ
い
て
思
い
が
け
な
い
異
説
が

あ
る
。
江
戸
後
期
の
小
山
田
与と
も
き
よ清
の
随
筆

『
松ま
つ
の
や屋
筆
記
』（
七
〇
）
に
、
門
人
の
渋
谷
保

の
話
と
し
て
、
越
後
（
新
潟
県
）
に
金
平
と

い
う
演
芸
が
あ
る
。
坂
田
金
時
の
子
の
金

平
と
い
う
勇
士
の
こ
と
を
作
り
設
け
た
も
の

で
、強
い
も
の
の
例
え
に
キ
ン
ピ
ラ
と
言
う
、

越
後
で
は
金き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う

平
牛
蒡
に
は
必
ず
蕃と
う
が
ら
し椒を
加
え

て
調
味
し
て
、
塩
味
が
薄
い
の
は
金
平
な
ら

ず
と
言
う
、
江
戸
で
元
気
な
娘
を
キ
ン
ピ
ラ

と
言
う
の
は
気
が
強
い
か
ら
、
コ
ン
ペ
イ
ト

ウ
も
実
は
キ
ン
ピ
ラ
糖
で
、
砂
糖
の
甘
み
の

強
い
の
を
言
う
の
だ
、
と
い
う
も
の
だ
。
江

戸
初
期
に
金
平
を
主
人
公
と
し
た
浄
瑠
璃
が

流
行
し
た
。
越
後
に
は
江
戸
後
期
ま
で
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
だ
。
キ
ン
ピ
ラ
ゴ
ボ
ウ
は
そ

れ
で
良
い
が
、
こ
れ
は
金
平
糖
と
書
く
の
を

キ
ン
ピ
ラ
に
こ
じ
つ
け
た
も
の
だ
。

『
和
漢
三
才
図
会
』（
造
醸
）
に
、作
り
方
を
、

糖
花（
こ
ん
ぺ
い
た
う
）は
、砂
糖
に
麪（
小
麦
粉
）

を
少
し
ば
か
り
入
れ
、
煎い

っ
て
膏
の
よ
う
に

し
、
別
に
銅
鍋
で
胡
麻
を
炒い

り
、
中
へ
そ
ろ

そ
ろ
と
先
の
糖
膏
を
入
れ
る
と
、
胡
麻
一
粒

ご
と
に
衣
が
付
く
の
は
奇
妙
だ
、
こ
れ
を
指

で
押
し
丸
め
、
鍋
に
粘
着
す
る
糖
屑
を
刮こ
そ

げ

取
り
、
粗
い
粉
末
に
し
て
米
屑
の
よ
う
に
し

て
転
ば
せ
て
、
ま
た
糖
膏
を
入
れ
て
団
丸
に

す
る
と
、
細
か
な
い
ぼ
い
ぼ
（
足
と
言
う
）
が

生
ず
る
、
潔
白
な
も
の
だ
、
長
崎
の
人
は
上

手
に
造
る
、
京
都
・
大
阪
で
も
造
る
が
や
や

劣
る
、と
説
明
し
て
い
る
。
井
原
西
鶴
の『
日

本
永
代
蔵
』（
五
・
一
）
に
、
長
崎
で
貧
し
い

町
人
が
、
胡
麻
を
砂
糖
で
煎
じ
、
幾
日
も
乾

燥
さ
せ
た
後
、
炒い

り
鍋
（
耳
と
足
の
付
い
た
浅

い
鉄
鍋
）
に
ま
い
て
炒
る
と
、
温
ま
っ
て
行

く
に
し
た
が
っ
て
、
胡
麻
か
ら
砂
糖
を
吹
き

出
し
、
自
然
に
金
平
糖
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
出
た
『
古
今
名

物
御
前
菓
子
秘
伝
抄
』
に
は
、
氷
砂
糖
を
煮

南
蛮
菓
子（
二
）―

く
い
も
の
の
語
源
と
博
物
誌―

小
林
祥
次
郎

　

あ
り
が
と
う
と
い
え
ば

　

あ
り
が
た
い
も
の
が
見
え
て
く
る

　

あ
り
が
た
い
も
の
が
見
え
て
く
れ
ば

　

あ
り
が
た
い
あ
か
し
が
あ
ら
わ
れ
る

い
の
ち
の
真
実
と
愛
に
目
覚
め
、

感
謝
の
生
涯
を
捧
げ
る
感
動
の
物
語
。

一
木
一
草
を
慈
し
む
日
本
人
の
心
。

障
害
者
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
難
民
た
ち
と
の

触
れ
あ
い
、

人
生
を
変
え
た
師
た
ち
と
の
出
会
い
。

無
手
の
聖
尼
・
大
石
順
教
尼
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
、

坂
村
真
民
な
ど
か
ら
学
ん
だ

「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
。

人
生
に
お
い
て
究
極
に
大
切
な
も
の
は
、

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
「
あ
り
が
と
う
」
で
あ
る
。

石
川
洋 

著

四
六
判
上
製 

定
価
一
八
九
〇
円
（
税
込
）

あ
り
が
と
う
宣
言

人
間
愛
叢
書

ま
え
が
き

第
一
話　
花
咲
か
じ
い
さ
ん　

第
二
話　
し
た
き
り
雀　

第
三
話　
天
の
羽
衣　

第
四
話　
浦
島
太
郎　

第
五
話　
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん　

第
六
話　
大
黒
様
と
因
幡
の
白
兎　

第
七
話　
三
ね
ん
寝
太
郎　

第
八
話　
つ
る
の
お
ん
が
え
し　

第
九
話　
う
ぐ
い
す
の
い
ち
も
ん
せ
ん　

第
十
話　
一
寸
法
師　

第
十
一
話　
び
ん
ぼ
う
神
と
ふ
く
の
神

第
十
二
話　
こ
ぶ
と
り　

第
十
三
話　
か
ぐ
や
姫　

第
十
四
話　
や
ま
ん
ば
の
に
し
き　

第
十
五
話　
笠
地
蔵　

第
十
六
話　
桃
太
郎　

第
十
七
話　
か
ち
か
ち
山　

第
十
八
話　
さ
る
か
に
合
戦　

第 

十
九
話　
無
筆
の
手
紙 
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メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
申
し
込
み
・
取
り
消
し
は
こ
ち
ら
か
ら

⇨目次に戻る

小
論
・
研
究
余
滴
・
随
想
な
ど
本
誌
に
お
寄
せ
願
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
投
稿
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

溶
か
し
て
煮
詰
め
、
別
の
平
鍋
に
芥け

し子
の
実

を
入
れ
て
弱
火
に
か
け
、
煮
詰
め
た
砂
糖
を

少
し
ず
つ
か
け
て
茶
筌
で
何
度
も
か
き
回
す

と
、
大
き
な
苺
の
よ
う
に
な
る
、
と
あ
る
。

胡
麻
か
ら
芥
子
に
な
っ
た
。
わ
た
く
し
も
か

な
り
前
に
芥
子
を
入
れ
る
と
聞
き
、
歯
で
噛

み
割
っ
て
確
認
し
た
こ
と
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
の
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
に
は
芥

子
は
も
ち
ろ
ん
胡
麻
も
入
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
。
手
元
に
あ
る
も
の
の
ラ
ベ
ル
に
記
し
て

あ
る
原
材
料
名
に
は
、「
砂
糖
・
香
料
・
着

色
料
」
と
し
か
書
い
て
な
い
。
割
っ
て
み
た

が
何
も
無
い
。
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
角
を

出
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

中
国
に
も
似
た
よ
う
な
菓
子
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
明
に
遺
臣
で
日
本
に
亡
命
し
て
水

戸
光
圀
に
仕
え
た
朱
舜
水
が
、
中
国
の
龍
纏

は
コ
ン
ペ
イ
タ
ウ
で
、
中
に
入
れ
る
も
の
に

よ
っ
て
名
を
付
け
る
、
松
の
実
な
ら
松
纏
、

茶
な
ら
茶
纏
と
言
う
と
述
べ
て
い
る
（
朱
氏

談
綺
・
下
）。

〇
ビ
ス
コ
ウ
ト

西
川
如
見
『
長
崎
夜
話
草
』1719

（
五
）

の
長
崎
の
物
産
を
列
挙
す
る
中
に
、「
南
蛮

菓
子
色
々
」
と
し
て
、
カ
ス
テ
ラ
ボ
ウ
ル　

花
ボ
ウ
ル　

コ
ン
ペ
イ
ト　

ア
ル
ヘ
ル　

カ

ル
メ
ル　

ヒ
リ
ヨ
ウ
ス
な
ど
と
並
ん
で
、
ビ

ス
カ
ウ
ト
が
出
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
古
く
、
一
六
〇
〇
年
以
前
に
西

九
州
の
イ
エ
ズ
ス
会
修
道
院
で
書
か
れ
た
か

と
言
う『
南
蛮
料
理
書
』と
い
う
本
に
は
、「
び

す
か
ふ
と
」
は
甘
酒
で
麦
粉
を
こ
ね
、
形
を

作
っ
て
膨
ら
ま
し
て
焼
き
、
引
き
割
り
に
し

て
細
か
に
し
て
乾
か
す
、
と
あ
る
。
こ
れ
で

は
パ
ン
粉
の
よ
う
で
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
は
思

え
な
い
。
他
の
南
蛮
菓
子
に
比
べ
る
と
あ
ま

り
普
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
文
献
に
は
ほ

と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。

ビ
ス
コ
ウ
ト
は
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語biscouto  

（
ビ
ス
コ
ウ
ト
ゥ
）
ま
た
はbiskoito
（
ビ
ス
コ
イ

ト
ゥ
）、
現
代
で
はbiskoito

が
普
通
で
、
ビ

ス
ケ
ッ
ト
、
ク
ッ
キ
ー
の
こ
と
だ
。

そ
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
のpanis biscotus

で
、
二
度
焼
い
た
パ
ン
、bis

は
二
度
、

cotus

はcoquo

（
料
理
す
る
、
焼
く
）
の
過
去

分
詞
だ
。
低
温
と
高
温
と
で
二
度
焼
い
て

保
存
食
と
し
た
硬
い
パ
ン
に
由
来
す
る
よ
う

だ
。
英
語
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
（
ビ
ス
キ
ッ
ト
の
ほ

う
が
近
い
）
は
フ
ラ
ン
ス
語biscuit

（
ビ
ス
キ
ュ

イ
）
を
借
用
し
て
発
音
だ
け
変
え
た
も
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
はcracker 

、cookie

と
言
う
。

明
治
に
な
っ
て
ほ
ぼ
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
落
ち

着
く
が
、
明
治
初
年
に
は
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と

揺
れ
て
い
た
。

岩
倉
具
視
大
使
ら
の
外
遊
の
記
録
で
あ

る
久
米
邦
武
『
米
欧
廻
覧
実
記
』（
二
・
四
〇
）

の
明
治
五
年
十
月
二
十
五
日
の
条
に
、
イ
ギ

リ
ス
の
ウ
レ
ッ
チ
ン
グ
の
ビ
ス
コ
イ
ト
製
造

場
を
見
学
し
た
記
事
が
あ
り
、「「
ビ
ス
コ
イ

ト
」
ハ
、
二
度
焼
煎
餅
ノ
義
ニ
テ
、
乾
餅
ト

訳
ス
、
西
洋
ノ
風
俗
ニ
テ
、
食
後
喫
茶
、
及

ビ
咖
啡
ノ
時
ニ
用
フ
ル
、
干
菓
子
ノ
代
用
ナ

リ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に

近
い
ビ
ス
コ
イ
ト
だ
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
こ
と

だ
か
ら
、
現
地
で
は
ビ
ス
キ
ッ
ト
だ
っ
た
と

思
う
の
だ
が
、
著
者
の
久
米
は
自
分
の
知
っ

て
い
る
語
形
で
書
い
た
の
だ
ろ
う
。

明
治
八
年
に
出
た
永
峯
秀
樹
訳
『
暴あ
ら
び
や夜
物も
の

語が
た
り』（

一
）（
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
の
最
初
の
翻
訳
）

に
は
、「
或
時
此
商
人
緊ダ
イ
ジ要
ノ
事
ア
レ
バ
ト

テ
、
一
隻
ノ
馬
ニ
打
跨
ガ
リ
、
背
後
ニ
一
個

ノ
布
袋
ヲ
綁
シ
バ
リ

着
ケ
、布
袋
ノ
裏
ニ
ハ
乾カ
ン
パ
ン餅

（
左

振
り
仮
名
「
ビ
ス
キ
ッ
ト
」）
ト
数
個
ノ
鳳デ
ー
ト梨
ト

ヲ
貯
ハ
ヘ
、遠
地
ニ
旅
セ
シ
ガ
…
」
と
あ
る
。

こ
れ
が
英
語
の
発
音
に
近
い
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
の
『
万
国
新

聞
』
に
出
た
広
告
に
「
パ
ン
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
、

ボ
ッ
ト
ル
、
此
品
私
店
に
御
座
候
。
お
求

奉
ね
が
ひ
た
て
ま
つ
り
さ
う
ら
ふ

願

候
。
横
浜
元
町
壱
丁
目
中
川
屋

嘉
兵
衛
」
と
あ
る
（
石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
原
』

に
よ
る
）。『
明
治
事
物
起
原
』
に
は
、
風
月

堂
乾ビ
ス
ケ
ッ
ト

蒸
餅
製
造
之
要
旨
と
い
う
摺
り
物
に
、

明
治
元
年
六
月
に
風
月
堂
が
薩
摩
藩
か
ら
兵

糧
麺
包
の
製
造
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
黒
胡
麻
入

り
の
麺
包
を
携
帯
に
便
利
な
よ
う
に
作
っ
て

五
千
人
分
を
納
め
、
薩
摩
藩
の
兵
は
磐
城
平

か
ら
若
松
の
闘
い
ま
で
、こ
の
麺
包
を
用
い
、

そ
の
後
風
月
堂
は
率
先
し
て
西
洋
菓
子
を
作

り
、
ま
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
世
の
需
要

に
応
じ
た
、
と
あ
る
こ
と
が
出
て
い
る
。
明

治
十
三
年
に
出
た
川
島
忠
之
助
訳
『
八
十
日

間
世
界
一
周
』（
後
編
第
二
十
五
回
）
に
、
桑
港

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）の
旅
館
で「
処
々
ニ
乾
肉
、

蠣
。
蠏
、
糆
ビ
ス
ケ
�
ト
菓
、
牛
酪
ノ
類
ヲ
堆
ク
盛
リ
上

ゲ
人
ノ
随
意
ニ
採
リ
食
フ
ニ
任
ス
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
と
記
す
。
こ
の
本
は
フ
ラ
ン
ス

語
か
ら
訳
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
英
語

の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

が
明
治
十
年
代
に
は
一
般
的
に
な
っ
た
か
ら

だ
ろ
う
か
。

Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
（H

epburn

）
の
『
和
英

語
林
集
成
』
の
英
和
の
部
でB

ISC
U

IT

は
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
第
一
版
に
は
載
ら

ず
、
明
治
五
年
の
第
二
版
で
は
「
カ
タ
イ　

パ
ン
」、
明
治
十
九
年
の
第
三
版
で
は
「
カ

タ
イ　

パ
ン
。
ク
ワ
シ
（
菓
子
？
）　

パ
ン
」

と
し
て
い
る
。

な
お
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
つ
い
て
『
森
永
製

菓
一
〇
〇
年
史
』
を
閲
覧
し
た
の
で
、
前
回

の
追
加
を
加
え
て
お
く
。

森
永
太
一
郎
が
森
永
西
洋
菓
子
製
造
所
を

創
設
し
た
の
は
明
治
三
十
二
年
八
月
十
五
日

で
、
そ
こ
に
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
延
ば
す
ロ
ー

ル
や
カ
ッ
タ
ー
が
あ
っ
た
。
開
店
用
の
引
札

（
宣
伝
用
の
ち
ら
し
）
の
中
に「
フ
レ
ン
チ
、キ
ャ

ラ
メ
ル　

種
々
」
が
出
て
い
る
。

http://www.bensey.co.jp/mm.html
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投
稿
募
集

「
勉
誠
通
信
」
へ
の
ご
寄
稿
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
ご
研
究
内
容
の
紹
介
や
、
ご
興
味
を
も
た
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ご
自
由
に
お
書
き

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

◆ 

執
筆
分
量
：
誌
面
二
頁
（
一
五
〇
〇
字
程
度
）
な
い
し
三
頁
（
二
三
〇
〇
字
程
度
）

 

写
真
な
ど
が
入
る
場
合
は
、
文
字
数
を
そ
の
ぶ
ん
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

 

四
〇
〇
字
を
目
安
に
、
適
当
な
小
見
出
し
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

◆ 

入
稿
形
式
：
テ
キ
ス
ト
形
式
（
ワ
ー
ド
、
一
太
郎
形
式
も
可
）

◆ 

謝
礼
：
ご
執
筆
誌
面
一
頁
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

 

ポ
イ
ン
ト
は
、
小
社
の
書
籍
を
直
販
に
て
ご
購
入
い
た
だ
く
際
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆ 

お
問
合
せ
お
よ
び
送
付
先
：m

m
info@

bensey.co.jp

メ
ー
ル
タ
イ
ト
ル
に
「
勉
誠
通
信
用
原
稿
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

先
日
、
弊
社
刊
『
だ
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
の
著
者
・
楜
沢
健
氏
へ
の
取
材
（
中
日
東
京

新
聞
）
が
行
わ
れ
、
同
席
し
て
参
り
ま
し
た
。

当
日
は
同
書
で
論
じ
ら
れ
た
中
野
重
治
の
作
品
『
交
番
前
』
に
ち
な
み
、
早
稲
田
駅
改
札
を
出

て
す
ぐ
の
交
番
で
待
ち
合
わ
せ
。穴
八
幡
宮
で
写
真
撮
影
を
し
た
の
ち
近
隣
の
喫
茶
店
へ
移
動
、

取
材
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
記
者
の
方
と
楜
沢
氏
の
年
齢
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
出
版
ま
で
の
経
緯
か
ら
本
書
に
込
め
た
思
い
、
現
在
の
文
学
や
社
会

の
現
状
に
対
す
る
意
見
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
一
時
間
半
ほ
ど
の
対
談
と
な
り
ま
し
た
。

対
談
中
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、「
歴
史
へ
の
入
口
と
し
て
の
文
学
」
と
い
う
言
葉
。

―

小
説
を
読
み
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
過
去
の
歴
史
を
知
る
。
過
去

の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、「
い
ま
」
に
も
通
じ
る
、
言
葉
や
感
情
に
共
感
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
が
、文
学
が
持
つ
可
能
性
で
あ
り
、力
で
は
な
い
か
。

こ
の
言
葉
に
強
く
共
感
す
る
と
と
も
に
、「
文
学
に
何
が
出
来
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
に
一
つ

の
ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
た
思
い
で
し
た
。

記
事
は
七
月
四
日
（
日
）、中
日
東
京
新
聞
朝
刊
の
「
こ
の
本
・こ
の
人
」
欄
に
掲
載
予
定
で
す
。

本
書
と
併
せ
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
）
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